
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際生物多様性の日とは、生物の多様性が失われつつあることに対する人々の認知を広める

日です。生物の多様性とは、地球上にさまざまな生き物が存在していることを指します。しかし、近

年は、自然環境の悪化に伴って生物の多様性がこれまでにない早さで失われています。絶滅のお

それのある動植物をリスト化した「レッドリスト」を見聞きしたことがある人もいると思います。 

「国際生物多様性の日」はもともと、「生物の多様性に関する条約」が締結された日を祝う目的

で国連が定めました。現在は日本を含めた世界各地で、毎年５月22日を中心とした日程でイベン

トが開催されています。46億年の歴史のなかで、地球上には3,000万種の生き物が生まれたと

言われています。なぜ、いま生物の多様性が議論に上っているのでしょうか？国際生物多様性の日

が制定されることになった背景を見てみましょう。 
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＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 
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知っていましたか？５月２２日は国際生物多様性の日 

International Day for Biological Diversity 


